
事業名

政策体系上の
位置付け

事業の概要

基本目標Ⅳ
　経済・社会の変化に伴い多様な働き方が求められる労働市場において労働者の職業の安定を図る
こと
施策目標３
　労働者等の特性に応じた雇用の安定・促進を図ること
施策目標３－１
高齢者・障害者・若年者等の雇用の安定・促進を図ること

　（政策等への反映の方向性）
　　評価結果を踏まえ、平成２０年度予算概算要求において所要の予算を要求する。
　　（概算要求額：34百万円）

施政方針演説等

【達成すべき目標、測定指標、目標期間、測定結果　等】

　日系人が集住する地域を管轄する安定所において、今後のキャリア形成など職業生活に関する意
識を啓発し、我が国の労働慣行や日本で生活していく上での知識を身につけるために、日系人不就
労者等に対するキャリア形成支援及び個別の指導・相談による就職支援を行う。

【評価結果の概要】

年月日

施策に関する
評価結果の概
要と達成すべき
目標等

記載事項（抜粋）

（整理番号５）

平成１９年度事業評価書（事後）要旨

評価実施時期：平成１９年８月 担当部局名：職業安定局外国人雇用対策課

日系人就業支援事業（日系人青少年に対するキャリア形成相談の実施）

関係する施政
方針演説等内
閣の重要政策
（主なもの）

アウトカム指標 Ｈ１４ Ｈ１５ Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８
１ 事業実施安定所における外 － － 1,994 2,043 2,211

国人雇用サービスコーナー
の日系人新規求職申込件数
（単位：件）

（調査名・資料出所、備考）
指標は、職業安定局調べによる。

アウトプット指標 Ｈ１４ Ｈ１５ Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８
１ 日系人就業支援ガイダンス － － 50 81 77

実施回数（単位：回）
２ 個別職業意識啓発指導回数 － － 124 399 823

（単位：回）
（調査名・資料出所、備考）

資料出所：指標１，２ともに、職業安定局調べによる。
備考：指標１「日系人就業支援ガイダンス」においては、キャリア形成講座、労働関

係法令制度の紹介、職場見学会等を実施。
「 」 、 。指標２ 個別職業意識啓発指導 では 個別に就職に向けた意識の啓発を行う

（１）有効性の評価
有効性の評価
雇用失業情勢の改善する中でも、日系人新規求職申込件数が増加していることから、

日系人青少年の職業意識の醸成が図られ、事前に見込んだ効果があったと判断できる。

（２）効率性の評価
効率性の評価

（１）手段の適正性
ガイダンス及び意識啓発指導を地元日系人コミュニティに出向いての実施や地域にお

ける外国人を対象とした各種イベント等、日系人が集まる場所・機会を積極的に活用し
て、効率的に実施した結果、ガイダンス回数、意識啓発指導回数ともに増加しており、
手段が適正であったと考えられる。

（２）費用と効果の関係に関する評価
地域の自治体等と連携し、意識啓発指導の対象となる日系人が集まる場所・機会を捉

えて実施しているため、対象者の捕捉率が高く、効率的に事業を実施できたことから、
費用対効果の上でも有効であったと考えられる。


